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　5月18日（金）「プラザクリプトン」を会場に平成30
年度河辺雄和商工会通常総会を開催し、175名（委任状
含む）が出席しました。
　通常総会では、戸井田喜美雄氏（岩見三内地区）が
議長に選任され、上程された第1号から第6号議案は、
満場一致で承認されました。
　第6号議案の任期満了に伴う役員の改選では、平成21
年5月から9年間商工会長を務めた木村友勝氏が退任さ
れ、新会長に副会長の𧦴藤善悦氏（（有）芝野農興）が
選任されました。また、副会長に佐藤三男氏（佐伊商店）、
理事に伊藤満氏（（株）伊藤工業）と佐々木昌子氏（女
性部長）が新たに選任されました。
　総会終了後には、共済加入協力者への感謝状の贈呈、
親睦交流を目的にした「新緑のつどい」を開催。ご来
賓をはじめ会員の皆様は積極的に情報交換を行うなど、
盛会裏に終了いたしました。

新会長に𧦴藤善悦氏
平成 30 年度通常総会を開催
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感謝状の贈呈
　商工貯蓄共済並びに火災共済・自動車共済において、その功績が顕著で財政基盤の強化に貢献された加入
者に感謝状を贈呈しました。

商工貯蓄共済加入協力者

有限会社　柏谷組 様
有限会社　石井オート 様
株式会社　岡部建設工業 様

火災共済・自動車共済加入協力者

　有限会社　伊藤不動産管理 様
　岡部ヒデ子 様

感謝状を受領する柏谷さん 感謝状を受領する伊藤さんと岡部さん
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𧦴藤　善悦
（有）芝野農興

理事
伊藤　　満
（株）伊藤工業

副会長
佐藤　三男
佐伊商店

理事
佐々木　昌子
佐々昭商店
（女性部長）
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平成 30 年度

　平成 30 年度は、2 年目の本格執行期を迎える「アクショ
ンプログラム」を着実に推進するため、昨年度実施した

「課題抽出調査」をもとに洗い出された経営課題を事業
者のライフサイクルに応じ、計画的かつ的確な支援を行
います。
　特に、事業の拡大を目指す事業者には、売り上げの増

加が期待される戦略的販路開拓支援や、事業承継支援を
強化します。
　また、芸術家や農業者との連携を強化し、交流人口の
拡大や地域事業者の利益が向上するよう次の 3 つを重点
事項に掲げ実施いたします。
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掲
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◆
ラ
イ
フ
サ
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ル
に
応
じ
た
的
確
な
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援

　「
課
題
抽
出
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査
」
結
果
を
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に
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小規模事業者持続化補助金とは、小規模事業者が商工会と一体となって販路開拓等に取り組む事業を支援する補助金です。

小規模事業者持続化補助金　取組事例
もっと秋田を知りたい国際教養大学生にカーリースを提案します
� 　株式会社山本自動車整備工場

　昭和41年の創業以来「安全安心を第
一に、お客様の立場に立ったサービス
を提供し、お客様の笑顔を創造してい
く」を経営理念にサービスを展開し、
今年で52年を迎えました。
　「人口減少で、お客様も減ってきま
した。このままでは、まずい。そう思っ
ているときに、国際教養大学の学生と
の出会いがありました。」そう語るの
は、株式会社山本自動車整備工場の山
本勇誠社長。
　学生からの聞き取りによると、国際
教養大学生が車を持てないのは、経済
的事情のほか、1年間の海外留学が義
務となっていて、その期間中の車の維
持に不安を抱えていることが理由でし
た。一方では、「車があれば秋田をもっ
と知ることができる。生活も便利にな
る。」と思っている学生がいることも
わかりました。
　そこで、学生の不安要素を失くし、
便利な生活をお手伝いしたいと考えた
「国際教養大学生向けカーリースサー

ビス」。小規模事業者持続化補助金を
活用して本格的に展開しようと行った
のが、HP開設、チラシ作成と配布です。
　これまで、当社にはHPがなく、お客
様からの問い合わせ以外は自社PRの機
会が多くありませんでした。そこで、
「経営理念」「会社案内」「サービス・料
金」「大学生向けカーリース」がWEB
でもわかるようにHPを開設し、問い
合わせに繋がりやすい環境を整えまし
た。また、英語表記も行うことで、国
際教養大学生はもちろん、市内在住外
国人に向けた情報発信など顧客層が広
がるように工夫しました。
　チラシには「大学生向けカーリース」
のサービス内容を紹介しながらHPへ誘
導する内容にし、国際教養大学や秋田
大学、取引先や所属団体に配布して、
PRを行いました。
　これらの取り組みが奏功し、問い合
わせや予約に繋がっています。また大
学生以外でもカーリースに対する需要
があることがわかりました。

　カーリースサービス以外にも、レン
タルバスや衝突防止補助システムなど
も取り扱っていますので、一度HPをご
覧になってみてはいかがでしょうか。

河辺雄和商工会「重点事業」

ホームページ　https://yamamotoauto.co.jp

チラシ
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平成30年度青年部通常総会開催

手づくりお守りを寄贈しました

女性部では河辺雄和地域の 67人の新入学生に、交通安全を祈願した手作りお守りを地域の 4つの小学校
へ寄贈いたしました。
女性部員が子どもたちの安全と輝かしい未来を祈って作った愛情いっぱ

いのしじみ貝の「麗しき貝守り」です。
また、今回から中紙をリニューアル！
河辺ぐみ野の「つむぐ artist」仲島かおりさんにかわいいパステルアー

トを書いていただきました。
この愛情いっぱいのお守りをランドセルにつけて毎日元気に、安全に登

校してくれることを願っております。
4/5（木）より河辺小学校、戸島小学校、岩見三内小学校、雄和小学校

へお渡しし、4/10（火）の入学式には新 1年生のみなさんに配布されました。

5月11日（金）、「鮨吉」を会場に、18名の部員が出席して総会を開催しました。
開会に先立ち、工藤太一青年部長から、「昨年は50周年という大きな節目となりました。今年は、これから
の50年に向けた新しい一歩の年になります。」と挨拶がありました。
今年度は下記のとおり、地域資源（大張野豚）を活用した「バリコロ焼き」のPRや販売促進に関する各種
イベントへの出店、当会アクションプログラムの施策の一つである、定例会等において、部員が自社の「経営
革新」をテーマとした、現状分析から今後の取り組みを発表し、他の部員からの提案をもとに計画の充実をは
かる等の事業を計画しております。

① 部員加入促進運動の展開
② 頑張る若手経営者の養成
　・経営者スキル習得のための勉強会開催
　・�SNS活用によるビジネスチャンスの創出
　　（青年部HP並びにFacebookの活用）
　・�部員間の情報交換を促進するため定例会を開催する
　　（月1回：予定）
③ 地域資源の活用並びにPR
　・�地域資源（大張野豚）を活用した「バリコロ焼き」と、河辺
雄和地域の様々な食材を活用する新ご当地グルメの普及・PR

④ 地域リーダーの養成
⑤ 産学交流事業の実施
　・国際教養大学祭（産学交流フェスティバル）への協力
⑥ ネットワーク強化
　・交流事業の実施

平成30年度重点事業

前向きな議論がされた総会

雄和小学校にてお守り寄贈

ご来賓の方をお迎えした懇親会
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平成30年度「通常部員総会」開催

　6月6日（水）、秋田ビューホテルにおいて開催された「商工会女性
部主張発表第16回秋田県大会」において、佐藤泰子副部長が堂々の発
表をされました。
　秋田県内の128名の女性部員が集まる中、「女性（わたし）から見た
我が地域・わが商売」として、佐藤副部長は「サードプレイス『もう一

つの癒しの場所』から地域と女性に輝きを」をタイトルに、商売への想い、地域、女性部への想い
を発表。商売人人生の始まりや地域とのかかわり、女性部事業を通じて得られた「地域の元気は
女性から」という気づき、地域のため、女性部のために今やるべきこととしての「バナフィ憩い
広場」づくりへの挑戦などを立派に発表されました。また、「出会い」という名の種を大切に育て
「繋がり」という名の根をしっかり張り、大輪の花が咲き誇るように地域と女性に輝きを与え続
けたいと優しく、そして、熱く締めくくり、会場のみなさんを引き込みました。
　佐藤副部長、感動をありがとうございました。

　　佐藤泰子副部長、主張発表大会で堂々の発表　

地区女性連「通常総会」開催

5月8日（火）午前11時より、河辺「ユフォーレ」にて平成30年度通常部員総会が開催されました。出席者は
21名（内、委任状出席者9名）。平成29年度事業報告・収支決算、平成30年度事業計画・収支予算（案）が満場一
致で承認されました。
また、役員改選が行われ、新たに佐々木昌子さんが部長に選ばれたほか、10名の新役員が選任されました。
6年間部長を務めていただきました佐々木睦子前部長は大変お疲れ様でした。そして、ありがとうございました。
総会終了後は、小笠原事務局長のほか、今年度着任した秋元副事務局長、湊主事、三浦主事をお迎えして懇親会

が開催され、参加した部員は今年度の活力と魅力ある女性部活動に向けて意欲を高めました。

【新役員】
（部　　長）� �佐々木昌子
（副　部　長）� 佐藤泰子、高橋啓子、�戸井田孝子
（常任委員）� 佐々木美智子、岡部ヒデ子、佐々木シゲ、��
� 伊藤裕美、横田陽子
（監査委員）� 工藤益子、由良綾子

【平成30年度重点事業】
①活力と魅力ある組織づくりの推進
　・仲間づくり運動の推進
　・帰属意識の高揚
　　�（「女性部手帳」100%必携・「商工会女性部カード」
必携促進・「商工貯蓄共済・会員福祉共済加入推進）

　・災害復興支援・地域活性化事業（100円積立基金）
　・�魅力ある女性部づくりの推進（輝く女性部活躍推進
基金）

　・商工会女性部おもてなし交流事業の応募（新）
②意欲ある女性部活動の推進
　・研修事業の実施
　・�おもてなし隊活動（「『芸術の里かわべゆうわ』の魅
力発信でおもてなし」の実施）

　・地域振興事業の実施（国際教養大学AIU祭への出店）
　・�エコ活動の実施（エコ石けん作り・アルミ缶回収目
標：寄贈車イス1台分）

　・�交通安全推進運動の実施（新入学児童への手作りお
守り寄贈等）

③組織の連携強化
　・会議の開催
　・�関係団体主催の会議等
への出席

　・�女性部活動の見直しと
事業の再構築 おもてなし心得五箇条唱和

議長を務める佐々木昌子部長

堂々の発表！
たのもしい応援隊の
みなさんと

発表者のみなさん
お疲れ様でした

　男鹿・潟上・南秋・河辺地
区商工会女性部連絡協議会通
常総会が「秋田市雄和サイク
リングターミナル」にて開催。
　平成29年度事業報告・収支

決算、平成30年度事業計画・収支予算（案）が満場一
致で承認決定されました。参加者13名（内　事務局4名）。
　また、任期満了に伴う役員改選が行われ、新役員が選
任。潟上市商工会女性部菅原勇子部長が新たに会長に就
任しました。
　3年間会長を務めていただきました佐々木睦子前会長

は大変お疲れ様でした。

【新役員】
会　長　潟上市商工会女性部� 菅原勇子　部長
副会長　湖東3町商工会女性部� 浅野れい子　部長
監　事　男鹿市商工会女性部� 近藤順子　部長
　　　　河辺雄和商工会女性部� 佐々木昌子　部長

　会長に就任した菅原勇子部長は、「平成30年度も明る
く楽しみながら、地区の連携をますます深めて参ります」
と抱負を述べました。
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新会員のご紹介
（H30.3.22 以降理事会承認）

クローバー企画
大宮　直樹
（賃貸業）
秋田市雄和相川字
銅屋222

田近板金工業
田近　祐晃
（板金工事業）
秋田市河辺諸井字
下川原188-1

金建材
金　一豊（土木工事業）
秋田市河辺北野田高屋字茱萸野93

早川美喜雄（不動産業）
秋田市河辺北野田高屋字上前田表79-1

岡部　忍
（農作物販売）
秋田市雄和新波字
新町69

NPO法人秋田育さぽ
ドリームエンジェル
糸井ミユキ
秋田市雄和田草川
字太田38-1

菊英塗装
菊地　英幸
（塗装業）
秋田市河辺岩見字
小平岱1-8

（有）川久保工業
川久保　正昭
（プラント設備工事業）
秋田市桜4丁目23-16

SKボデー
鈴木　孝市
（自動車鈑金塗装業）
秋田市河辺戸島字
町尻80-2

パティスリー
ラトリエ グーテ
浅野　俊
（洋菓子製造業）
秋田市河辺和田字
和田112

新しく商工会の会員になられた方々です。
どうぞ宜しくお願いします。

　株式会社蔵吉フーズと藤田鮮魚
店によるＭ＆Ａの成功事例が、中
小企業庁公表の「小規模企業白書
2018」に掲載されました。
　小規模事業者の多くは親族内で
事業が承継されますが、後継者の
不在などの理由により第三者に引き
継ぐ事もあります。
　今回掲載された支援内容は本会
職員が複数の支援機関のサポート
を受けながら本会会員同士の事業
承継を果たした事例です。
　事業計画策定から資金調達まで
の一連の支援のほか、帳簿上の資
産だけでなく、顧客や経営ノウハウ
等の経営資源の承継など、両者に
しっかり寄り添い、「真の承継」を
果たしました。
　この支援事例が中小企業庁より
高く評価されたことを喜ぶととも
に、商工会ではこれからも会員事業
所からのご相談に対し全力で伴走支
援をして参りますので、商工会にご
相談下さい。

職
員
の
異
動
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

（
平
成
30
年
4
月
1
日
付
）

～
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
～

事
務
局
長
　
小
笠
原
　
正
武

副
事
務
局
長
　
秋
元
　
昌
人

（
由
利
本
荘
市
商
工
会
よ
り
転
入
）

主
査
　
藤
田
　
千
佳
子

主
査
　
渡
辺
　
由
孝

主
任
　
髙
橋
　
太
栄
紅

主
事
　
湊
　
葵

（
秋
田
県
商
工
会
連
合
会
よ
り
転
入
）

主
事
　
三
浦
　
ち
ひ
ろ

（
新
規
採
用
）

～
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
～

　�

岡
部
亨
副
事
務
局
長

　
由
利
本
荘
市
商
工
会
に
転
出

　�

大
牧
広
大
主
事
（
昇
格
）

　�

仙
北
市
商
工
会
に
転
出

　�

太
田
美
咲
主
事

　
湖
東
3
町
商
工
会
に
転
出

本会の第三者承継支援事例

「小規模企業
白書2018」に

掲載

秋田事業部　TEL：018-863-9016  FAX：018-863-9010

当協会では、低利な保証制度を多数用意しております。
※金利＋保証料　　マル市1.75％、マル市小口1.55％

保証協会、最寄りの金融機関、商工会窓口までお気軽にご相談下さい。

頑張る中小企業を応援します！

河
辺
雄
和
商
工
会
の

職
員
紹
介
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